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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する

＜連絡事項＞

・本日15：30～　自動ドアの点検予定。対応スタッフは外の自動ドアの音、中の自動ドアの開閉について伝える事。

・本日作業療法の学生が見学。対応下館S.G.M。

・本日17：30～　介護対象のグループ内研修実施予定。

・青風荘の行事を17日・18日に実施予定。17日（火）に介助入浴者がデイナイトケア利用となる為、通所スタッフで入浴介助を行う。

・避難訓練～スプリンクラーの作動について業者に確認を行っている。1階スタッフオフィスの操作盤の消火栓・火災信号のスイッチをオフにする事で、スプリンクラーは作動しないとの事。

＜外来患者様情報＞

・村田　昭一様～血圧のばらつきはあるが、経過観察としている。

・沢田　三郎様～本日採血実施。尿検査値に異常は無い。風邪症状の訴えあり、PL5日分処方。

・横町　浩　様～「熱は下がった」と報告している。お父様に就労を勧められたが、「頭がぼーとして働けない」と話したとの事。

・島浦美千男様～「注射をしたから風邪は引いていない」との事。2/17採血実施予定。

・関　秀治　様～採血検査でビリルビンは正常値。口角炎との事でビタミン剤処方。

・久保　興介様～「試験が2/10から2/16に変更になり、それが終われば卒業です」と話している。「勉強はあまりしていません。」と話し笑顔見られている。

・田名部一樹様～前回問診時、「下剤を使い腸内洗浄をする」と話していたが、排便あった為下剤は使用していないとの事。「今週は下剤を使うかもしれません」と話している。

・関口　禅　様～「栄養に気をつけて生活している」と話している。特に変わりはないとの事。

・荒木地和弥様～以前話していた「なんとなくデイケアに行きにくい」という件について、担当医が尋ねると「何でかは分からない」、「デイケアに来ればいいけど、来るまでが駄目です」と話している。デイケアには車で来所しているとの事。

＜利用者様情報＞

・大久保恒夫様～来所時より表情の硬さ見られている。朝より耳鳴りがあるが水曜日に本人が頼んでいたDVDを準備してもらった為、義理立てをして来所したとの事。昼食後より「耳鳴りがひどい」との訴えあり、帰宅している。

・荒木地和弥様～昨日担当スタッフと通所利用状況について面談行っている。「次の日がデイケアだと眠れない」「デイケアには行きたいけど行きたくない」と話され、うまく言語化出来ない様子見られている。

服薬に関しては内服の飲み忘れはあるが、続けて飲み忘れることはなく、屯服薬は使用していないとの事。

欠席の連絡に関しては、自分では言い難いため父親に頼んでいるとの事。

　　　　　　　　⇒デイケア利用目的の振り返りを行い、欠席時の電話連絡は自分で行うように伝えている。服薬に関しては薬包に日付を記入し服薬の意識付けを行う事としている。以前屯服薬を捨てる事があった為、忘薬した場合はマナクリニック担当医に渡すよう伝えている。

・赤坂　順一様～食事チェック表を記入し持参しており、昨日はバランスの良い食事摂取を行っている。間食は果物を主としており、1度に苺1パックやいよかん5個など摂取量が多い。

⇒果物の摂取量はこのまま様子観察として、過剰摂取の場合は指導を行う。体重測定を1回/週行う事とする。

・下町サン子様～排便4日なしとなっているが腹部の張りは無く、体調不良の訴えも無い。体温36.5℃。食事も全量摂取している。関係機関に情報提供を行う。

・稲垣　ふき様～昼食時食事の列に割り込んで並ぼうとして、他者から怒鳴られる事あり。本人も「私はここでしょ」と強い口調で言い返している。スタッフ介入しトラブルとはなっていないが、食後「具合が悪い」と表情硬く訴えている。理由尋ねると「さっき怒ったから調子が悪い」との事。トラブルの無いよう見守りを行って行く事とする。

・松永勘五郎様～昨日定時に来所されず欠席の連絡も無い為、スタッフ電話確認すると、「今日は休む」と話している。連絡を戴いていない事を説明すると、「調子悪いわけじゃなくて、ただの休みだから連絡しなくてもいいでしょ」と話す為、欠席の時には必ず連絡するよう説明している。

・中居美津子様～鼠径部を切開した事で、「1週間入浴できない」と特定スタッフに頻回に訴えている。スタッフ確認すると、「入浴は出来ないが、足と頭は洗ってるし、体はタオルで拭いている」との事。
＜利用者様事例検討＞

宮　陽子　様（59）　主病名：統合失調症

デイケア利用年数：2年9ヶ月　　出席率42％
検討内容
青山荘退所後の通所での対応について

現状
通所での様子・対応

· 外泊期間中は体調不良を訴え、一度も来所していない。

· ケア会議の決定事項の通り、欠席する場合でも一度来所するよう伝えるが、強い口調で理由を話して来所する事は無かった。

· 外泊から帰荘後はデイケア利用しているが、不機嫌さと気分高揚さ見られている。

· 本人には通所利用の目的として再発予防の為に生活リズムを整える・服薬の必要性を説明して通所を促しているが、本人は「わかっています」、「私には通所は必要ありません」など返答が統一されておらず、説明には理解されていない様子。

青山荘での様子・対応
· デイケアを休む場合の青山荘の対応としては、保護者に電話連絡を行う、本人と通所利用について振り返りを行っている。

· 外泊期間中は青山荘では訪問は出来ないため、電話での様子観察のみとなっていた。

· 外泊期間中の振り返りでは、自宅でレース編み・家事・掃除をしており、外出は食材の買出しのみだったとの事。デイケアを欠席した事に対しては「具合が悪かった」、「体調が悪かった」と話している。

· 外泊期間を担当スタッフに無断で延長しようとする事あり。

· 退所後は青明舎が対応する事としている。

· 訪問看護を増やす事で検討している。

今後の対応

· 主治医に青山荘退所後に通所を利用できない場合には、どのように対応するか確認する。

· 現在土曜日の外来受診となっているが、平日に移動できないか確認を行う。

· 本人に来所して頂けるよう、プログラムの再検討を行う。

· 本人の通所利用意思を確認する。

· 本人の不満がある場合にはスタッフを変えて対応を行う。










